
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、139.6万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会330-B地区
（神奈川県・山梨県・伊豆大島）

http://www.lions330-b.gr.jp/

2023〜2024年度

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN

Changing the WorldChanging the WorldChanging the World

パーソナルテーマ

ガバナーテーマガバナーテーマ

サブテーマ

〜明るく！楽しく！元気よく！〜



充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。



1

2

4

5
6
7
8
10
12
14

15
16
17
18

19
20
21
22

24

28

ガバナーズメッセージ
就任のご挨拶
2023〜2024年度 
主なアクションプログラム
第１・第２副地区ガバナー
就任のご挨拶
役員構成表
リジョン・チェアパーソンご紹介
委員長ご紹介
ゾーン・チェアパーソンご紹介
委員会構成表
第4回キャビネット会議
新入会員同期会で

「ちょっと素敵な仲間づくり」
クラブ会長座談会
平塚LC CN60周年記念講演
都留LC結成60周年記念式典
川崎多摩川LC結成55周年
記念式典
南足柄LC CN50周年記念式典
YCE委員会報告
GST委員会報告
Step Forward支援金を活用して
◦小田原LC
◦横須賀LC
◦甲府シティLC
◦箱根LC
クラブレター
◦甲府南LC／甲府東LC
◦藤沢湘南LC
◦伊豆大島LC
◦川崎生田LC
編集後記

2023〜2024年度
国際会長テーマ

国際会長

DR.パティ.ヒル

国際会長テーマ

（われわれは奉仕する）

国際会長メッセージ

Service From the Heart

心からの奉仕

国際会長

L ダグラスＸ.アレキサンダー

Changing the World

　330-B地区、ライオンズメンバーの皆様、日頃よりライオニズムに基づく社会奉仕
活動の実践と地区運営へのご協力、誠にお疲れ様でございます。
　アメリカ建国ゆかりの地、歴史的建造物と近代的ビルディングが融合した街、ボスト
ンにて中澤一浩地区ガバナーよりエレクトリボンを外していただき、330-B地区のガバ
ナーに就任する運びとなりましたことを謹んでご報告するとともに、メンバーの皆様に
は改めて心より謝意を申し上げます。
　さて、パティ・ヒル国際会長は『 Changing the World』（世界を変える・変化そのも
のになろう）をテーマとして提言しております。
　「 大切なのは目的地ではなく、道のりだ。世界を変えることは、果てなき旅のような
ものです。そこには折り返し地点も、終わりもありません。しかし、始まりはあります。
世界を変えるためには、まず、私たちが“ 世界は変えられる ”と信じなければなりません。
変化は、突如としては起こりません。たくさんの小さな選択を通じて起こります。地域
社会を変える時、私たちは世界を変えます」と熱意をもって述べておられました。
　今期、私はガバナーテーマを『 Changing the World』パーソナルテーマは『 情熱と
真心』を掲げました。奉仕に【 情熱 】をもって取り組み、メンバーを含め世界の人々と
のふれあいに【 真心 】を尽くすことが『 We Serve』に繋がると信じております。
　サブテーマを『 明るく！楽しく！元気よく！』としました。私たちの奉仕活動が多く
の地域の方々から期待されております。この合言葉を皆様と共有し、アクティビティの
研究と実践を行い充実されれば新会員の増強に繋がると考えております。　
　現代と古風が共存するボストンの街並みをのんびりと眺めておりましたら、ふとライ
オンズクラブと重なりました。世の中の移り変わりの中で伝統を忘れず、革新を取り入
れて行くことが実は永遠に変わらない事では無いのか、と思いを巡らせました。
　今期のキャビネット運営活動が各クラブの支えと信頼の礎となりますように力の限り
努めて参りますので、何卒メンバーの皆様のご支援ご協力を切にお願い申し上げます。
　一年間どうぞよろしくお願い致します。

L　石　田　真　一
（4R-1Z　川崎臨海 LC）

ガバナーテーマ

第59代地区ガバナー

Changing the WorldChanging the WorldChanging the World
ガバナーテーマ

パーソナルテーマ
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Changing the World

　今期330-B地区のアクションプロ
グラムはパティ・ヒル国際会長のプ
ログラムに合わせ下記の項目を優先
事項とします。

⒈ もっとエコでクリーンな
　 環境を目指す。	

　自然環境の保護と改善は、地域住
民を巻き込んで行える、優れた社会
奉仕活動です。
　天然資源を守りよみがえらせるお
手伝いをすることで、具体的に世界
を変えることができます。今すぐ大
胆に行動しましょう。
　前期より始まりました「Challenge! 
SDGs 330-B 地区」を引継ぎ、持
続可能な新たな奉仕活動を模索し、
また今までの奉仕活動に新しいもの

が、ストーリーを伝える新しい可能
性を広げてくれます。
　所属クラブにスポットを当て、地
域の人たちに、ライオンズやレオの
仲間に加わり、一緒に変化を起こす
よう呼びかけましょう。
　今年10月に導入予定の国際協会
の会員ポータルを活用し各々のクラ
ブ活動を世界に広めていきましょう。
ライオン誌日本語版やスマイル誌に
奉仕活動を投稿してください。
　前期に大幅にリニューアルされた
330-B地区のホームページを活用で
きるよう随時更新を行い、また改善
を行います。
　Lラジは今期も継続し皆様に奉仕活
動の発表の場を設けます。
　IT・ICTを活用し、クラブの業務の
簡素化・合理化を推進しましょう。	

を取り込んでいけるお手伝いとして、
Step Forward 支援金を継続させま
す（運用方法については GST 委員会
と協議）。
　従来行われている河川・海岸の清
掃、植樹、稚魚の放流、緑 ( 公園の木 ・々
花壇等 ) の整備、	エコキャップ活動を
地域の方々を巻き込んで広く活動し
ていきましょう。
			 

⒉ 世界にあなたの
　 ストーリーを伝える。
		
　マーケティングのテクニックを身
につければ、自分たちが何者で、ど
んな活動をしているのか、世界に伝
えやすくなります。SNS 、ローカル
メディア、オンラインマーケティン
グ、オフラインマーケティングなど

L　石　田　真　一
（4R-1Z　川崎臨海 LC）

ガバナーテーマ

第59代地区ガバナー

L　石　田　真　一
（4R-1Z　川崎臨海 LC）

ガバナーテーマ

第59代地区ガバナー

■ DR.パティ・ヒル国際会長とガバナー就任記念撮影

主なアクションプログラム

パーソナルテーマ

ガバナーテーマ

サブテーマ

〜明るく！楽しく！元気よく！〜
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⒊ 奉仕の力を
　 フルに引き出す。	
	
　人は、意義のある取り組みに参加
したいと考えています。
　思い切って奉仕目標を立て、新会
員を起用して、さらなるインパクト
のチャンスを生み出しましょう。
　クラブがすべての人を分け隔てな
く受け入れられるよう、体制を整え
ましょう。
　奉仕活動には奉仕の担い手が必要
です。新たな担い手をクラブにお招
きできるようクラブの体制を整えま
しょう。また、他クラブとの合同、
ゾーン・リジョンでの奉仕活動を積
極的に行いましょう。
　地域の方々に、ライオンズがどん
なことをしてあげられるかを調査し

また支援をお願いいたします。
　地球環境の悪化によるさまざまな
災害、戦争による被害が広がってお
りますが、私たちが現地に赴いての
奉仕活動にはさまざまな制約があり
難しい状況ですので、LCIFによる世
界的支援を行いましょう。
　LCIFに寄付を行うことは大変重要
なことでありますが、LCIFより支援
を受けることも大変重要です。
　LCIFより支援を受けての奉仕活動
を検討してください。
　私たちの財団(LCIF）をクラブメン
バーに正しく理解をしていただくた
めのセミナーも実施します。
　「 私たちの任務は、よりよい世界を
築くこと。それが私のあらゆる判断
の根拠です。」

国際会長  DR.パティ・ヒル

てください。そのニーズに合ったク
ラブ支部の結成を検討してください。
　皆様のクラブに地区キャビネット
はどんな支援ができるのかを提言し
てください。			 
	

⒋ さらに大きな奉仕を
　 実現する。

　私たちの財団（LCIF）が、単独でや
れることよりもっと多くのことを実
行可能にしてくれます。
　LCIFのおかげで、私たちは大きな
夢を描き、真の意味で世界を変える
事業を実施できるのです。
　ですから、LCIFを支援し、LCIFの
支援を受けましょう。
　私たちの国際財団の活動状況・運
営状況を正しく理解していただき、

■第105回ボストン国際大会にて、中澤一浩地区ガバナーよりエレクトリボンを外していただき
　330-B地区第59代地区ガバナーに就任した石田真一地区ガバナー
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第 2 副地区ガバナー

L 森 川　吉 孝
横浜サンセット 21LC

第 1副地区ガバナー

L 倉 田　雅 史
小田原白梅 LC

　大暑の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げ

ます。

　2022〜2023年度年次大会において信任をいた

だき感謝いたします。この度第2副地区ガバナー就任

の運びとなりました2R-3Z横浜サンセット21ライ

オンズクラブ所属L森川吉孝でございます。どうぞよ

ろしくお願いします。

　 石 田 真 一 地 区 ガ バ ナ ー は ガ バ ナ ーテ ーマ

『 Changing the World』、パーソナルテーマとして

『 情熱と真心』〜明るく！楽しく！元気よく！〜を掲

げております。ガバナーチームの一員として私自身も

スタートいたします。今までの所属クラブやキャビネ

ットでの委員会活動の経験を活かし、多くの研鑽を積

み勉強し精進をすることにより、石田真一地区ガバナ

ーを支え、倉田雅史第1副地区ガバナーと共にキャビ

ネット運営の一翼を担えるよう粉骨砕身頑張ってまい

ります。

　パティ・ヒル国際会長は今期テーマに 『 Changing 

the World』を掲げられました。今期はコロナ禍にお

いて私たちが組織として変容を求められ、その帰結と

して進化した姿を共に体現していきましょう。メンバ

ー一人ひとりが明るく楽しく元気にクラブ・奉仕活動

を行い、330-B地区を盛り上げてまいりましょう。

　この1年ライオンズクラブのメンバーの皆様のご

活躍ご多幸を祈念し、ご指導ご鞭撻をいただけるよう

よろしくお願いいたします。

　今期2023年7月から2024年6月までライオン

ズクラブ国際協会330-B地区の第1副地区ガバナー

を務めることになりました小田原白梅ライオンズクラ

ブ所属のL倉田雅史です。今期は石田真一ガバナーチ

ームのもと第2副地区ガバナー森川吉孝Lと共に活動

してまいりますのでよろしくお願い申し上げます。

　さて、本年5月よりコロナウイルス感染症法上の位

置付けが5類に引き下げられ、経済活動と共にライオ

ンズクラブ活動も少しずつ活発になってきましたが、

まだまだ退会防止や会員増強につながるまでには至っ

ていないように感じております。

　昨年度中澤一浩ガバナーのもと「ちょっと素敵なラ

イオンズ」を合言葉に、まずは「 通常を取り戻そう」

と共にやってきましたので、引き続き石田真一ガバナ

ーのもと、さらに各クラブが元気になるよう、ガバナ

ーチーム一丸となって盛り上げていこうと思っており

ます。

　そのためには、各クラブの皆さんにも少しギアを上

げていただき、クラブの奉仕活動の活性化、クラブ会

員維持増強の活発化、さまざまな行事への参加などコ

ロナ禍前の状態を思い出していただき、石田ガバナー

のスローガンでもあります「 明るく楽しく元気になる

よう」活動の活発化をお願いします。

今期1年間しっかりと努めてまいりますので、皆様よ

ろしくお願い申し上げます。

就任のご挨拶
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2023年〜2024年度 330-B地区役員構成表

元国際理事 伏見　　龍（横浜みなとマリン）

前地区ガバナー・
名誉顧問 中澤　一浩（ 甲　　　　 府 ）

元地区ガバナー・
名誉顧問 亀井　真司（横　  須　  賀）

元地区ガバナー・
名誉顧問 吉本　晴夫（藤  沢  中  央）

元地区ガバナー・
名誉顧問 山本　直正（川崎リバティ）

元地区ガバナー・
名誉顧問 石原　英司（上　  野　  原）

元地区ガバナー・
名誉顧問 濵田　　徹（横 須 賀 中 央）

元地区ガバナー・
名誉顧問 井出　　孝（平　　　　 塚）

元地区ガバナー・
名誉顧問 尾形　慶三（横浜おおとりコスモポリタン）

元地区ガバナー・
名誉顧問 安達　成功（川　  崎　  南）

元地区ガバナー・
名誉顧問 佐藤精一郎（山　　 　　北）

元地区ガバナー・
名誉顧問 小山　正武（横  浜  金  港）

元地区ガバナー・
名誉顧問 金子　圭賢（川　  崎　  北）

元地区ガバナー・
名誉顧問 渡辺　和廣（甲 府 シ テ ィ）

元地区ガバナー・
名誉顧問 桜井　孝一（南　  足　  柄）

元地区ガバナー・
名誉顧問 牧田　健一（横浜戸塚中央）

元地区ガバナー・
名誉顧問 阿部　英明（相模原シティ）

元地区ガバナー・
名誉顧問 久津間康允（小 田 原 白 梅）

元地区ガバナー・
名誉顧問 神田　信男（横  浜  中  央）

元地区ガバナー・
名誉顧問 内田　　勤（小　  田　  原）

元地区ガバナー・
名誉顧問 山下　秀男（川 崎 多 摩 川）

地区ガバナー 石田　真一（川  崎  臨  海）

第 1 副地区ガバナー 倉田　雅史（ 小 田 原 白 梅 ）

第 2 副地区ガバナー 森川　吉孝（横浜サンセット21）

1RC 笠井　政記 横 浜 金 港

2RC 富弥　克司 横 浜 磯 子 西

3RC 小山　信之 横 浜 鶴 見

4RC 竹内　成治 川 崎 東

5RC 原嶌　　晃 川 崎 稲 田

6RC 田代　哲也 南 足 柄

7RC 平本　明子 厚 木

8RC 木藤　晴彦 藤 沢 ラ イ フ

9RC 服部　忠男 横須賀みかさ

10RC 金井　彰彦 甲 府 東

11RC 桑原　良訓 富士吉田中央

キャビネット幹事 出川　渓二（川  崎  田  島）

キャビネット会計 谷井　弘樹（川  崎  臨  海）

地区GMT 
コーディネーター 井田　　渉（川 崎 富 士 見）

地区GLT 
コーディネーター 高山　政宏（甲  府  若  葉）

地区GST 
コーディネーター 佐藤　芳織（小　  田　  原）

地区GET 
コーディネーター 德永　三朗（横  浜  金  港）

地区FWT 
コーディネーター 鳥居　眞弓（大和中央シティ）

地区LCIF 
コーディネーター 櫻井　貴裕（藤　 　　　沢）

地区副コーディネーター

地区委員会委員長

キャビネットアドバイザー 小松　和芳（横浜戸塚中央）

キャビネットアドバイザー 大川　幸男（川　  崎　  南）

キャビネットアドバイザー 村松　滝夫（上　  野　  原）

キャビネット事務局長 宮田　暢人（川　 　　　崎）

キャビネット筆頭副幹事 梶谷　美雄（厚　　 　　木）

会計監査委員

平野　孝夫（横  浜  金  港）

鈴木　康宏（寒　　 　　川）

名執　文雄（甲　　 　　府）

キャビネット
事務局次長

堀米　　博（横　 　　　浜）

小笠原政憲（横　  浜　  旭）

西川　　実（横浜戸塚中央）

田中　幸春（綾 　　　　瀬）

キャビネット
副幹事

豊嶋　啓聡（横  浜  金  港）

金田　雅昭（横浜ポートヒル）

柳室　敏明（横　  浜　  旭）

野地　芳一（川  崎  田  島）

樋口妃都美 （ 川崎リバティ）

立山　和也（小 田 原 白 梅）

楡井　宏志（茅ヶ崎オーシャン）

助川さちこ（横　  須　  賀）

寺田　義彦（甲  府  若  葉）

小林　大希（都　 　　　留）

：線内キャビネット構成員

1R

1ZC
徳永　三朗

4R

1ZC
勝俣　圭司

8R

1ZC
太田　修二

（ 横  浜  金  港 ） （ 川　　　　　 崎 ） （ 藤　　　　　 沢 ）

2ZC
加藤　道一

2ZC
佐藤　文哉

2ZC
木本　　洋

（ 横  浜  中  央 ） （ 川 崎 多 摩 川 ） （ 綾　　　　　 瀬 ）

3ZC
板井　要二

5R

1ZC
齋藤　　隆

3ZC
清水紘二郎

（ 新　　 横　　 浜 ） （ 川 崎 リ バ テ ィ） （ 相 模 原 ）

4ZC
森野　茂良

2ZC
亀ヶ谷　修

9R

1ZC
村松　仁志

（横浜みなとみらい） （ 川 崎 富 士 見 ） （ 横  須  賀  南 ）

2R

1ZC
福本　行雄

6R

1ZC
廣枝　了三

2ZC
大矢理恵子

（ 横 浜 リ バ テ ィ） （ 小 田 原 白 梅 ） （ 鎌　　　　　 倉 ）

2ZC
高橋　徳美

2ZC
石井　時明

10R

1ZC
原田　勝春

（横浜金沢マリーン） （ 秦  野  丹  沢 ） （ 甲　　　　　 府 ）

3ZC
古屋　雄一

7R

1ZC
赤井　和憲

2ZC
小野　　泰

（ 横  浜  磯  子 ） （ 平　　　　　 塚 ） （ 甲  府  富  士 ）

3R

1ZC
小笠原政憲

2ZC
田中　信一

3ZC
金丸　正幸

（ 横　　 浜　　 旭 ） （ 伊　　 勢　　 原 ） （ 北　　　　　 杜 ）

2ZC
石河世津子

3ZC
山口　朋子

11R

1ZC
大久保俊雄

（ 横 浜 ひ か り ） （厚木マルベリー） （ 笛　　　　　 吹 ）

3ZC
梛木　和則

2ZC
横山　和幸

（ 横  浜  都  築 ） （ 富  士  吉  田 ）

4ZC
横尾　厚志

3ZC
荻原　秀祥

（ 横 浜 東 戸 塚 ） （ 都　　　　　 留 ）

5

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）



2023年〜2024年度 リジョン・チェアパーソンご紹介

8リジョン・チェアパーソン

木　藤　晴　彦L
（藤沢ライフLC）

9リジョン・チェアパーソン

服　部　忠　男L
（横須賀みかさLC）

10リジョン・チェアパーソン

金　井　彰　彦L
（甲府東LC）

11リジョン・チェアパーソン

桑　原　良　訓L
（富士吉田中央LC）

4リジョン・チェアパーソン

竹　内　成　治L
（川崎東LC）

5リジョン・チェアパーソン

原　嶌　　　晃L
（川崎稲田LC）

6リジョン・チェアパーソン

田　代　哲　也L
（南足柄LC）

7リジョン・チェアパーソン

平　本　明　子L
（厚　木LC）

2リジョン・チェアパーソン

富　弥　克　司L
（横浜磯子西LC）

1リジョン・チェアパーソン 3リジョン・チェアパーソン

笠　井　政　記L
（横浜金港LC）

小　山　信　之L
（横浜鶴見LC）

6



LCIF委員会

指導力育成（GLT）委員会

薬物乱用防止・クエスト
委員会

平　賀　新　也L
（甲府舞鶴LC）

高　山　政　宏L
（甲府若葉LC）

谷　川　　　亘L
（相模原シティLC）

広報（マーケティング）委員会

（特別）IT・ICT 推進
委員会

石　塚　丈　雅L
（横　浜LC）

小　野　寺　　誠 L
（大和リバティLC）

地区ニュース委員会

(特別)財務検討・
法人化検討委員会

石　井　光　一L
（横浜サンセット21LC）

原　　　輝　男L
（川崎巽LC）

キャビネット運営委員会

（特別）次期政策､ 
短期ビジョンR・Z検討委員会

小　松　英　一L
（甲州富士山LC）

大　滝　靖　生L
（小田原白梅LC）

行事企画委員会

第70回地区年次大会
委員会

庄　司　和　正L
（横浜梅櫻LC）

安　達　成　功L
（川崎南LC）

大会参加委員会

第70回地区年次大会
実行委員会

矢　嶋　義　巳L
（小田原松風LC）

明　立　　　信L
（川崎朋友LC）

子供の未来応援・青年アカデミー・
アラート委員会

鈴　木　　　忍L
（横須賀LC）

会則委員会

奉仕（GST）委員会

YCE・国際協調委員会

尾　立　孝　司L
（横浜ポートヒルLC）

佐　藤　芳　織L
（小田原LC）

岩　田　耕　平L
（平　塚LC）

FWT委員会

会員増強・維持（GMT）委員会

糖尿病・四献（献血・献眼・
献腎・骨髄移植）委員会

新クラブ（GET）委員会

鳥　居　眞　弓L
（大和中央シティLC）

井　田　　　渉L
（川崎富士見LC）

大　澤　玲　子L
（秦　野LC）

德　永　三　朗L
（横浜金港LC）

2023年〜2024年度 委員長ご紹介
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2023年〜2024年度 ゾーン ・チェアパーソンご紹介

1ゾーン・チェアパーソン 1ゾーン・チェアパーソン

3ゾーン・チェアパーソン 3ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン4ゾーン・チェアパーソン

1ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン

德　永　三　朗L
（横浜金港LC）

福　本　行　雄L
（横浜リバティLC）

板　井　要　二L
（新横浜LC）

古　屋　雄　一L
（横浜磯子LC）

加　藤　道　一L
（横浜中央LC）

高　橋　徳　美L
（横浜金沢マリーンLC）

森　野　茂　良L
（横浜みなとみらいLC）

廣　枝　了　三L
（小田原白梅LC）

石　井　時　明L
（秦野丹沢LC）

11RR 

66RR 77RR 

88RR 

22RR 

2ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン

1ゾーン・チェアパーソン

1ゾーン・チェアパーソン

3ゾーン・チェアパーソン

3ゾーン・チェアパーソン

田　中　信　一L
（伊勢原LC）

木　本　　　洋L
（綾　瀬LC）

赤　井　和　憲L
（平　塚LC）

太　田　修　二L
（藤　沢LC）

山　口　朋　子L
（厚木マルベリーLC）

清　水　紘二郎L
（相模原LC）

8



橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

2023年〜2024年度 ゾーン ・チェアパーソンご紹介

1ゾーン・チェアパーソン

3ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン

4ゾーン・チェアパーソン

1ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン

小笠原　政　憲L
（横浜旭LC）

梛　木　和　則L
（横浜都筑LC）

石　河　世津子L
（横浜ひかりLC）

1ゾーン・チェアパーソン 2ゾーン・チェアパーソン

勝　俣　圭　司L
（川崎LC）

佐　藤　文　哉L
（川崎多摩川LC）

1ゾーン・チェアパーソン 2ゾーン・チェアパーソン

齋　藤　　　隆L
（川崎リバティLC）

亀ヶ谷　　　修L
（川崎富士見LC）

2ゾーン・チェアパーソン

2ゾーン・チェアパーソン

1ゾーン・チェアパーソン

1ゾーン・チェアパーソン

3ゾーン・チェアパーソン

3ゾーン・チェアパーソン

小　野　　　泰L
（甲府富士LC）

横　山　和　幸L
（富士吉田LC）

原　田　勝　春L
（甲府LC）

大久保　俊　雄L
（笛　吹笛　吹LC）

金　丸　正　幸L
（北　杜LC）

荻　原　秀　祥L
（都　留LC）

横　尾　厚　志L
（横浜東戸塚LC）

村　松　仁　志L
（横須賀南LC）

大　矢　理恵子L
（鎌　倉鎌　倉LC）

33RR 

99RR 1010RR 

1111RR 

44RR 

55RR 
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2023年〜2024年度　委員会構成表
委員会 委員長 正 ･ 副コーディネーター ､ 顧問、アドバイザー ､ 副委員長 委　　　　員

会員増強・維持（GMT）
コーディネーター 副コーディネーター

吉田　俊和 前田　龍二 神戸　幸男 福井　康朝 結城　康人 白川　秀信 小田　　洋 土橋　　順 権守　和樹井田　　渉 鈴木　泰堂
川崎富士見 厚木さつき 横浜たちばな 横浜鶴見西 茅ヶ崎オーシャン 横浜寿 川崎 小田原 横須賀 甲府 甲州富士山

指導力育成（GLT）
コーディネーター 副コーディネーター

緒方　裕治 原田　晃延 鎌倉　広文 中村　浩子 松村　大輔 府川　　勝 平川　和美 徳増　明美 雨宮　正明高山　政宏 小林　　誠
甲府若葉 甲府富士 川崎葵 小田原 横須賀東 横浜みなとみらい 横浜保土ケ谷 平塚湘南 藤沢湘南 鎌倉西 塩山

奉仕（GST）
コーディネーター 副コーディネーター

青木　哲也 目代　健次 大野　晴司 長坂　一能 笹森　勝義 松村　康明 市原　憲一 高橋　　憲 丸山　正浩 細谷　　修佐藤　芳織 嶋村　裕二
小田原 藤沢アクティ 横浜みどり 川崎富士見 茅ヶ崎オーシャン 韮崎 横浜金港 横浜ふじ 川崎朋友 厚木さつき 相模原中央 横須賀北

新クラブ（GET）
コーディネーター 副コーディネーター

湯川　嘉一 小穴　昭彦 和光　　昭 田中　準二 岡田　正敏 関口　能長 池谷　正人 森　　繁之 森　恵里子 功刀　正広徳永　三朗 田中ひろ子
横浜金港 横浜桜美林 山北 甲府 富士吉田 横浜鶴見西 川崎南 川崎西 平塚なでしこ 相模原グリーン 横須賀中央 韮崎

FWT
コーディネーター 副コーディネーター

岩﨑　絹代 吉田　初子 和田　君江 桐山利恵子 片山　　響 石川菜穂子 半藤　哉子 柏木　敏男 山田　清子 丸山　千春鳥居　眞弓 安永　佳代
大和中央シティ 相模原 横浜金港 茅ヶ崎グリーン 都留 横浜梅櫻 横浜金港 横浜港南台 秦野丹沢 海老名飛鳥 三浦 甲府南

LCIF
副コーディネーター コーディネーター

山森　独人 安藤　　均 大津　順一 北原美智子 三井　寿浩 大泉　利夫 戸田　則男 望月　真澄 土橋　秀徳 園田　重明平賀　新也 櫻井　貴裕
甲府舞鶴 藤沢 横浜中 川崎リバティ 伊勢原ひかり 横浜金港 横浜サンセット 21 横浜鶴見 川崎朋友 横須賀中央 南アルプス 富士吉田

会則 尾立　孝司 北見　裕之 飯田　　敬 小林　隆幸 加藤　紹大 小宮山義和 阪之上克巳 木川　修一 内田　幸夫 大野　典明 坂本　信康

横浜ポートヒル 横浜港南 横浜あおば 大和中央シティ 甲州富士山 川崎田島 小田原白梅 山北 伊勢原 横須賀東 甲府北

糖尿病・四献（献血・献眼・献腎・骨髄移植） 大澤　玲子 木下　忠義 菊池久仁恵 臼田　勝己 辻井　祐幸 飯野　広夫 島崎　政晴 鈴木　高博 須藤　和彦 三宮　健司 高木田鶴子 浅川　香一 古屋　文仁

秦野 横浜ふじ 横浜鶴見西 川崎稲田 藤沢ライフ 南アルプス 横浜中央 横浜桜美林 川崎葵 大磯 横須賀衣笠 甲府東 山梨

薬物乱用防止・クエスト 谷川　　亘
アドバイザー

橋本　信行 井之上　翔 蛯谷　　徹 鈴木　慎二 今井　清治 吉田　正利 有田　　茂 松本　　宏 池上　達也 天野　　彰 古屋　聡一小池　和子
相模原シティ 横浜おおとりコスモポリタン 新横浜 川崎南 相模原シティ 笛吹 横浜中央市場 横浜旭 川崎北 中井 相模原けやき 竜王 笛吹

子供の未来応援・青年アカデミー・アラート 鈴木　　忍 齋藤　亮 舘野　浩二 石坂　太郎 五味　勝己 平野　美保 芦名　　毅 石川　正治 山下　　学 窪澤慎太郎 香内　隆宏 塚野　浩幸 佐々木貴也 藤原　　弘

横須賀 川崎中原 相模原アーチ 三浦 甲府シティ 甲州富士山 横浜伊勢佐木 横浜ひかり 川崎多摩川 小田原 厚木マルベリー 大和リバティ 横須賀 南アルプス

YCE・国際協調 岩田　耕平
アドバイザー

半田　龍夫 肥沼　孝政 田代　哲也 金子エスター聖美加藤　雅光
平塚 横浜みなと−馬車道 横浜みなと−馬車道 川崎 南足柄 鎌倉

広報（マーケティング） 石塚　丈雅
アドバイザー

関根　信男 籾山　三郎 長谷川　誠 石井　啓喜 乙黒　泰樹 伊藤　　隆 日下部洋史 大関　正光 遠藤　　享 新垣　鉄夫 渡邉　真人 齋藤　秀敏益田　典彦
横浜 横浜みなと−馬車道 横浜中 二宮 横須賀東 甲府舞鶴 山梨 横浜都筑 横浜戸塚中央 川崎東 川崎白百合 小田原松風 相模原 横須賀北

地区ニュース 石井　光一
アドバイザー アドバイザー

田村　　博 野田　　覚 石原　　健 石川　ゆう 徳永　博之 石塚　　靜 髙杉　　昇 渡辺　博士 中西　将志 長坂　　正近野　輝彦 中井　弘明
横浜サンセット 21 横浜梅櫻 横浜シーサイド 秦野 茅ヶ崎グリーン 横浜桜美林 横浜泉 川崎田島 川崎巽 小田原白梅 大和中央シティ 甲府南 北杜

キャビネット運営 小松　英一 片岡　淳一 林　　玉蘋

甲州富士山 横浜おおとりコスモポリタン 山梨中央

行事企画 庄司　和正
アドバイザー

加藤小百合 今林　靖晴 安斎　勝幸 松本　善万 野上　和子 須藤　　清 横田　雅樹 小野　信水 広瀬　　繁 稲葉　政信 井上　光江大竹　　良
横浜梅櫻 横須賀東 横浜元町 川崎橘 厚木もみじ 甲府シティ YOKOHAMA BELL 横浜本郷 川崎生田 秦野あづま 藤沢 身延 富士吉田中央

大会参加 矢嶋　義巳
アドバイザー

佐藤　明人 飯嶋　直樹 三浦　直樹 酒井　賢太 井戸　淳子 鈴木　令子 木村　仁志 遠藤　　修 碓井　利明 山住　吉一 小野賢一郎廣枝　了三
小田原松風 小田原白梅 厚木 横須賀中央 河口湖 横浜金港 横浜おおとりコスモポリタン 横浜戸塚 川崎東 川崎生田 南足柄 相模原 甲府中央

（特別）IT・ICT 小野寺　誠 十重田　航 二宮　竹弘 礒部　達也 山﨑　千尋 菅　　徹之 野々山剛由 小泉　秀輔

大和リバティ 横浜戸塚中央 平塚 甲府中央 横浜寿 川崎 秦野 寒川

（特別）財務・法人化検討 原　　輝男 中野　達夫 安藤　　透 藤壺　弘樹

川崎巽 横浜中央 小田原白梅 相模原シティ

（特別）次期政策 ､ 短期ビジョン R・Z 検討 大滝　靖生 内田　吉則 鎌田　英広 立山　和也 百合草康裕

小田原白梅 横浜 横浜サンセット 21 小田原白梅 相模原アーチ

第 70 回地区年次大会 安達　成功
顧問 顧問 顧問 顧問

山下　秀男 金子　圭賢 山本　直正 村井　廣司
川崎南 川崎多摩川 川崎北 川崎リバティ 川崎

第 70 回地区年次大会実行 明立　　信 高梨　幸雄 是近　幸春 成田　正弘 石島　鉄也 高橋　研吏 伊藤　　諭 星野　文紀 會田　勝規 日原　　悟

川崎朋友 川崎田島 川崎多摩川 川崎白百合 箱根 川崎南 川崎田島 川崎臨海 川崎東 川崎葵

キャビネットアドバイザー
財務関係 総務関係 財務関係

小松　和芳 大川　幸男 村松　滝夫
横浜戸塚中央 川崎南 上野原

キャビネット事務局 宮田　暢人 堀米　　博 小笠原政憲 西川　　実 田中　幸春

川崎 横浜 横浜旭 横浜戸塚中央 綾瀬

キャビネット筆頭副幹事 梶谷　美雄 キャビネット副幹事 豊嶋　啓聡 金田　雅昭 柳室　敏明 野地　芳一 樋口妃都美 立山　和也 楡井　宏志 助川さち子 寺田　義彦 小林　大希

厚木 横浜金港 横浜ポートヒル 横浜旭 川崎田島 川崎リバティ 小田原白梅 茅ヶ崎オーシャン 横須賀 甲府若葉 都留

会計監査委員 平野　孝夫 鈴木　康宏 名執　文雄

横浜金港 寒川 甲府
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委員会 委員長 正 ･ 副コーディネーター ､ 顧問、アドバイザー ､ 副委員長 委　　　　員

会員増強・維持（GMT）
コーディネーター 副コーディネーター

吉田　俊和 前田　龍二 神戸　幸男 福井　康朝 結城　康人 白川　秀信 小田　　洋 土橋　　順 権守　和樹井田　　渉 鈴木　泰堂
川崎富士見 厚木さつき 横浜たちばな 横浜鶴見西 茅ヶ崎オーシャン 横浜寿 川崎 小田原 横須賀 甲府 甲州富士山

指導力育成（GLT）
コーディネーター 副コーディネーター

緒方　裕治 原田　晃延 鎌倉　広文 中村　浩子 松村　大輔 府川　　勝 平川　和美 徳増　明美 雨宮　正明高山　政宏 小林　　誠
甲府若葉 甲府富士 川崎葵 小田原 横須賀東 横浜みなとみらい 横浜保土ケ谷 平塚湘南 藤沢湘南 鎌倉西 塩山

奉仕（GST）
コーディネーター 副コーディネーター

青木　哲也 目代　健次 大野　晴司 長坂　一能 笹森　勝義 松村　康明 市原　憲一 高橋　　憲 丸山　正浩 細谷　　修佐藤　芳織 嶋村　裕二
小田原 藤沢アクティ 横浜みどり 川崎富士見 茅ヶ崎オーシャン 韮崎 横浜金港 横浜ふじ 川崎朋友 厚木さつき 相模原中央 横須賀北

新クラブ（GET）
コーディネーター 副コーディネーター

湯川　嘉一 小穴　昭彦 和光　　昭 田中　準二 岡田　正敏 関口　能長 池谷　正人 森　　繁之 森　恵里子 功刀　正広徳永　三朗 田中ひろ子
横浜金港 横浜桜美林 山北 甲府 富士吉田 横浜鶴見西 川崎南 川崎西 平塚なでしこ 相模原グリーン 横須賀中央 韮崎

FWT
コーディネーター 副コーディネーター

岩﨑　絹代 吉田　初子 和田　君江 桐山利恵子 片山　　響 石川菜穂子 半藤　哉子 柏木　敏男 山田　清子 丸山　千春鳥居　眞弓 安永　佳代
大和中央シティ 相模原 横浜金港 茅ヶ崎グリーン 都留 横浜梅櫻 横浜金港 横浜港南台 秦野丹沢 海老名飛鳥 三浦 甲府南

LCIF
副コーディネーター コーディネーター

山森　独人 安藤　　均 大津　順一 北原美智子 三井　寿浩 大泉　利夫 戸田　則男 望月　真澄 土橋　秀徳 園田　重明平賀　新也 櫻井　貴裕
甲府舞鶴 藤沢 横浜中 川崎リバティ 伊勢原ひかり 横浜金港 横浜サンセット 21 横浜鶴見 川崎朋友 横須賀中央 南アルプス 富士吉田

会則 尾立　孝司 北見　裕之 飯田　　敬 小林　隆幸 加藤　紹大 小宮山義和 阪之上克巳 木川　修一 内田　幸夫 大野　典明 坂本　信康

横浜ポートヒル 横浜港南 横浜あおば 大和中央シティ 甲州富士山 川崎田島 小田原白梅 山北 伊勢原 横須賀東 甲府北

糖尿病・四献（献血・献眼・献腎・骨髄移植） 大澤　玲子 木下　忠義 菊池久仁恵 臼田　勝己 辻井　祐幸 飯野　広夫 島崎　政晴 鈴木　高博 須藤　和彦 三宮　健司 高木田鶴子 浅川　香一 古屋　文仁

秦野 横浜ふじ 横浜鶴見西 川崎稲田 藤沢ライフ 南アルプス 横浜中央 横浜桜美林 川崎葵 大磯 横須賀衣笠 甲府東 山梨

薬物乱用防止・クエスト 谷川　　亘
アドバイザー

橋本　信行 井之上　翔 蛯谷　　徹 鈴木　慎二 今井　清治 吉田　正利 有田　　茂 松本　　宏 池上　達也 天野　　彰 古屋　聡一小池　和子
相模原シティ 横浜おおとりコスモポリタン 新横浜 川崎南 相模原シティ 笛吹 横浜中央市場 横浜旭 川崎北 中井 相模原けやき 竜王 笛吹

子供の未来応援・青年アカデミー・アラート 鈴木　　忍 齋藤　亮 舘野　浩二 石坂　太郎 五味　勝己 平野　美保 芦名　　毅 石川　正治 山下　　学 窪澤慎太郎 香内　隆宏 塚野　浩幸 佐々木貴也 藤原　　弘

横須賀 川崎中原 相模原アーチ 三浦 甲府シティ 甲州富士山 横浜伊勢佐木 横浜ひかり 川崎多摩川 小田原 厚木マルベリー 大和リバティ 横須賀 南アルプス

YCE・国際協調 岩田　耕平
アドバイザー

半田　龍夫 肥沼　孝政 田代　哲也 金子エスター聖美加藤　雅光
平塚 横浜みなと−馬車道 横浜みなと−馬車道 川崎 南足柄 鎌倉

広報（マーケティング） 石塚　丈雅
アドバイザー

関根　信男 籾山　三郎 長谷川　誠 石井　啓喜 乙黒　泰樹 伊藤　　隆 日下部洋史 大関　正光 遠藤　　享 新垣　鉄夫 渡邉　真人 齋藤　秀敏益田　典彦
横浜 横浜みなと−馬車道 横浜中 二宮 横須賀東 甲府舞鶴 山梨 横浜都筑 横浜戸塚中央 川崎東 川崎白百合 小田原松風 相模原 横須賀北

地区ニュース 石井　光一
アドバイザー アドバイザー

田村　　博 野田　　覚 石原　　健 石川　ゆう 徳永　博之 石塚　　靜 髙杉　　昇 渡辺　博士 中西　将志 長坂　　正近野　輝彦 中井　弘明
横浜サンセット 21 横浜梅櫻 横浜シーサイド 秦野 茅ヶ崎グリーン 横浜桜美林 横浜泉 川崎田島 川崎巽 小田原白梅 大和中央シティ 甲府南 北杜

キャビネット運営 小松　英一 片岡　淳一 林　　玉蘋

甲州富士山 横浜おおとりコスモポリタン 山梨中央

行事企画 庄司　和正
アドバイザー

加藤小百合 今林　靖晴 安斎　勝幸 松本　善万 野上　和子 須藤　　清 横田　雅樹 小野　信水 広瀬　　繁 稲葉　政信 井上　光江大竹　　良
横浜梅櫻 横須賀東 横浜元町 川崎橘 厚木もみじ 甲府シティ YOKOHAMA BELL 横浜本郷 川崎生田 秦野あづま 藤沢 身延 富士吉田中央

大会参加 矢嶋　義巳
アドバイザー

佐藤　明人 飯嶋　直樹 三浦　直樹 酒井　賢太 井戸　淳子 鈴木　令子 木村　仁志 遠藤　　修 碓井　利明 山住　吉一 小野賢一郎廣枝　了三
小田原松風 小田原白梅 厚木 横須賀中央 河口湖 横浜金港 横浜おおとりコスモポリタン 横浜戸塚 川崎東 川崎生田 南足柄 相模原 甲府中央

（特別）IT・ICT 小野寺　誠 十重田　航 二宮　竹弘 礒部　達也 山﨑　千尋 菅　　徹之 野々山剛由 小泉　秀輔

大和リバティ 横浜戸塚中央 平塚 甲府中央 横浜寿 川崎 秦野 寒川

（特別）財務・法人化検討 原　　輝男 中野　達夫 安藤　　透 藤壺　弘樹

川崎巽 横浜中央 小田原白梅 相模原シティ

（特別）次期政策 ､ 短期ビジョン R・Z 検討 大滝　靖生 内田　吉則 鎌田　英広 立山　和也 百合草康裕

小田原白梅 横浜 横浜サンセット 21 小田原白梅 相模原アーチ

第 70 回地区年次大会 安達　成功
顧問 顧問 顧問 顧問

山下　秀男 金子　圭賢 山本　直正 村井　廣司
川崎南 川崎多摩川 川崎北 川崎リバティ 川崎

第 70 回地区年次大会実行 明立　　信 高梨　幸雄 是近　幸春 成田　正弘 石島　鉄也 高橋　研吏 伊藤　　諭 星野　文紀 會田　勝規 日原　　悟

川崎朋友 川崎田島 川崎多摩川 川崎白百合 箱根 川崎南 川崎田島 川崎臨海 川崎東 川崎葵

キャビネットアドバイザー
財務関係 総務関係 財務関係

小松　和芳 大川　幸男 村松　滝夫
横浜戸塚中央 川崎南 上野原

キャビネット事務局 宮田　暢人 堀米　　博 小笠原政憲 西川　　実 田中　幸春

川崎 横浜 横浜旭 横浜戸塚中央 綾瀬

キャビネット筆頭副幹事 梶谷　美雄 キャビネット副幹事 豊嶋　啓聡 金田　雅昭 柳室　敏明 野地　芳一 樋口妃都美 立山　和也 楡井　宏志 助川さち子 寺田　義彦 小林　大希

厚木 横浜金港 横浜ポートヒル 横浜旭 川崎田島 川崎リバティ 小田原白梅 茅ヶ崎オーシャン 横須賀 甲府若葉 都留

会計監査委員 平野　孝夫 鈴木　康宏 名執　文雄

横浜金港 寒川 甲府

井上　　理 加藤小百合 小松　克也 小島　克巳 村田　泰幸 久保田　聡 丸山　雅樹 田中　宏明 加藤　孝次 渡辺　一真

横浜金港 横浜元町 横浜東戸塚 川崎中原 平塚 平塚 藤沢中央 藤沢ライフ 三浦 山梨富士さくら
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4回キャビネット会議が6月9
日（金）横浜ロイヤルパークホ

テルにて開催された。
　中澤一浩地区ガバナーは1年を振
り返り、「 モントリオール国際大会で
ガバナーに就任して、何とか今日にた
どり着くことができた。今期330-B
地区メンバーの中から骨髄提供され
た横浜旭LCの大江 航Lの行動は称賛
に値する。今後も地区の皆様と共に
ドナー登録に協力していきたい。地
区の皆様方には本当に心から感謝し
ています」と挨拶された。
　伏見 龍元国際理事は「 国際会長は
メンバー全てが家族であると話され
ていた。これから次期ガバナーも含
めて、ぜひ皆さんの結束を固めて頑
張っていただきたい」と挨拶された。
次に、亀井真司前地区ガバナーは「 心
の指数を少しでも高めることこそ、
LCIFあるいは奉仕活動を充実させて
いくことである」と話された。また、

　会員動静は4月30日現在、クラ
ブ 数：145 、 会 員 数：3,581名。
LCIF寄付額は4月30日までの累計
が531,949ドルとなり、地区目標
50万ドルは達成された。角膜提供者、
物故者の報告に続き、2月28日（火）
〜3月3日（金）に来日されたパティ
･ヒル国際第1副会長公式訪問の報告
があった。
　また、4月14日(金)の第69回地
区年次大会代議員会および前夜祭、
15日(土)の第69回地区年次大会式
典には、1,000名を超えるメンバー
が参加。同日に行われた懇親会にも
約280名の方が参加され、前日のカ
ラオケ大会の予選会で選ばれた5名
が自慢ののどを披露した。優勝、準
優勝のお二人は複合年次大会懇親会
で地区代表として歌を披露したが、
残念ながら、330-C地区の2名が優
勝と準優勝を獲得された。

吉本晴夫名誉顧問会議長は「 中澤ガ
バナーは名ガバナーであった。次期
の石田真一ガバナーエレクトにも問
題は山積しているが、頑張っていた
だきたい」とエールを送られた。
　石田ガバナーエレクトは「 今期中
澤ガバナーが330-Bという旅客機を
アイドリングし、飛び立つ準備をし
てくださいました。地区の皆様と共に
失速することなく離陸させ、飛行す
ることが私自身の役割であり、その
後アクセルを全開にするのが倉田第1
副地区ガバナー予定者の役目と中澤
ガバナーより承っております。1年間
失速することなく一生懸命努めてま
いりますので、ご協力よろしくお願
いします」と力強い挨拶をされた。
　続いて、名執文雄キャビネット幹
事が幹事報告を行った。まず、（一社）
日本ライオンズについての報告、次
に330-B地区についての報告があっ
た。

2023年6月9日（金） 於：横浜ロイヤルパークホテル

キャビネット会議開催キャビネット会議開催キャビネット会議開催第4回

第
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　解散クラブ報告として、6月末で
3R-3Z横浜神奈川東LC 、4R-2Z川
崎橘LC 、8R-2Z湘南茅ヶ崎LCの3
クラブが解散することが伝えられた。
　最後に今後のキャビネット予定が
確認、周知された。続いて、堀米 博
キャビネット会計より3月31日現在
の会計報告がなされた。
　今回のキャビネット会議には議案
の上程がなく審議事項はなかった。
　続いて、アワードの贈呈が行われ
た。受賞者は右表。
　10 分の休憩後、各リジョン・チ
ェアパーソンから 1 年間の報告があ
った。活動内容は報告書にまとめら
れているため省略し、ガバナー公式
訪問を無事に行えたことや会員数減
少に対する増強策などの報告と課題、
苦労話などの感想が語られた。
　吉本複合地区ガバナー協議会議長
からの日本ライオンズ関連の協議報
告では、さまざまに協議しているが、

現在次期役員が決まっていないこと
などが語られた。
　次に、中澤ガバナーから、地区ガ
バナーエレクトとして石田真一L 、
第1副地区ガバナー予定者として倉
田雅史L 、第2副地区ガバナー予定
者として森川吉孝Lが紹介され、さら
に次期キャビネット幹事予定者とし
て出川渓二L 、次期キャビネット会
計予定者として谷井弘樹Lが紹介され
た。続いて、出川次期キャビネット
幹事予定者より次期キャビネット副
幹事団11名が紹介された。
　最後は、森川次期第2副ガバナー
予定者が閉会宣言し、懇親会に移っ
た。
　取材：地区ニュース委員会

委員長　L上吉　正敏

委　員　L露木　明美

委　員　L野田　　覚

撮影：　アドバイザー　L近野　照彦

●国際会長賞受賞者

●国際会長感謝状・地区ガバナー感謝状が授与された

●LCIF2022〜2023国際会長感謝状を授与されたメンバー

●石田ガバナーエレクト（中央）と倉田第1副ガバナー予定者（右）
　森川第2副ガバナー予定者（左）

  アワード受賞者

国際協会
「 国際会長賞」
鳥居眞弓Ｌ（大和中央シティLC）
佐藤明人Ｌ（厚木LC）

「 LCIF 2021－2022キ ャン ペ ーン100
国際会長メダル」
桜井孝一Ｌ（南足柄LC）　

「 LCIF 2021－2022地区実績理事長メダル」
亀井真司Ｌ（横須賀LC）　

「 LCIF2022－2023国際会長感謝状」
中澤　一浩Ｌ（甲府LC）
石原　英司Ｌ（上野原LC）
菊池久仁恵Ｌ（横浜鶴見西LC）
鈴木　　忍Ｌ（横須賀LC）
山本　直正Ｌ（川崎リバティLC）

「 LCIF（エルシップライオンズ公認講師プロ
グラム）再認定証書」
牧田健一元ガバナー（横浜戸塚中央LC）
日本ライオンズ70周年記念事業コンテスト

「（一社）日本ライオンズ理事長賞」
横浜みなと―馬車道LC会長　新田喜代志Ｌ
地区ガバナーアワード

「 国際会長感謝状」
「 地区ガバナー感謝状」
GST委員会（佐藤芳織委員長）
マーケティング委員会     （鈴木泰堂委員長）
キャビネット運営委員会　（宮田暢人委員長）

（特別）中長期ビジョン検討委員会
（内田吉則委員長）
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新入会員同期会で
「ちょっと素敵な仲間づくり」

　6月15日(木)パセラ
リゾーツ横浜関内店にお
い て、2022〜2023
年度新入会員同期会が開
催された。新会員43名、
メンター34名が参加登
録をした同会は、藤田俊
夫GLT副委員長による
オリエンテーションから
スタートした。
　ライオンズクラブ国際
協会の歴史や、組織構成、
それぞれの役職の役割について詳細
な説明がなされた後、佐藤芳織地区
GSTコーディネーターから地区内ク
ラブのアクティビティ事例について、
鳥居眞弓地区FWTコーディネーター
から地区内の女性メンバー活躍の事
例について、それぞれ解説があった。
新会員だけではなく、メンターの参加
者からも「 知っているつもりで、よ
く理解できていなかったこともあり、
勉強になった」との声が上がった。
　その後、参加者は5〜6名のグル
ープに分かれ、ディスカッションを行
った。新会員チームは「 楽しい奉仕

されている。
　会員規模が縮小してい
る今、クラブを超えた同
期入会（あるいは入会年
次が近い）メンバー同士
が継続的な交流を図るこ
とは、会員維持あるいは、
今後のリーダーシップ育
成につながるのではない
か。そして、その地道な
交流が、より大きなイン
パクトのある奉仕活動に

つながるのではないか。
　コロナ禍が新たなステージに移行
する中、多くのメンバーは自らの活
動を振り返り、深化・進化させる必
要性を感じていると思われる。参加
者の皆様にとって、この交流が多く
のクラブの活動が新たな一歩を踏み
出すきっかけの一つとなれば、地区
GATにとってもこの上ない喜び、大
きな成果と胸を張ることができるに
違いない。
　地区GMTコーディネーター

　GMT委員長　　　　　　L井田　　渉

活動とは？」、メンターチームは「 ガ
バナーチームへの提案」とそれぞれの
テーマに基づいて意見交換を行った。
　初対面に近いメンバーが集まって
も、次々と多様な意見が飛び交うの
は、ライオンズの同志だからこそ。
20分間のディスカッション時間は瞬
く間に経過した。続いてのグループ
発表、懇親会と、会場は参加者の皆
様の笑顔に包まれながら進行した。
　今回の同期会は新会員のオリエン
テーションだけではなく、中澤一浩
地区ガバナーが掲げている「 仲間づ
くり」につながることを意図して企画
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　2023年〜2024年クラブ会長座
談会が、6月20日より次の4ブロッ
クに分けて行われた。
◦Aブロック【 1・2・3・9R】
　6月20日（火）横浜技能文化会館
◦Bブロック【 4・5R】
　6月23日（金） 川崎市教育文化会館
◦Cブロック
　【 6・7・新8R（現8・13R）】
　6月21日（水） アミュー厚木
◦Dブロック【 新10R（現10・11R）
　新11R（現12R）】
　6月22日（木） 甲府市総合市民会館
　22日（木）に甲府で開催されたD
ブロック座談会についてご紹介させ
ていただくと、当日は、出川渓二次
期キャビネット幹事の開会宣言によ
り開催となった。
　石田真一地区ガバナーエレクトの
挨拶では「 今期は山梨からの地区ガ
バナーである中澤一浩地区ガバナー
のもと第69回地区年次大会が大盛況
の中終わったのは、本日ご参加の皆

期国際会長が環境問題・子どもたち
のことについて重点を置かれている
ことに触れ、植樹事業等も含め、今
まで以上に環境保全事業を進めてい
ただきたいと話された。また、次期
ガバナーテーマとして『 情熱と真心』
〜明るく　楽しく　元気よく〜とし
て1年間活動したいと述べられた。
　続いて座談会では、各クラブの会
員同士の懇親や他クラブとの交流に
ついての発表が行われ、多くのクラ
ブが会員増強・維持について課題が
あることを再確認する内容となり、
時間が延長される中で有意義な意見
交換が行われた。
　最後に倉田次期第1副ガバナーが

「まずは自身のクラブ運営を大事に活
動してほしい」と締めくくられ、閉会
となった。
　取材:地区ニュース

委員長　L上吉　正敏

　撮影:地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

様のおかげです。来期の年次大会も
皆さんよろしくお願いします」と語ら
れ、次に倉田雅史次期第1副地区ガ
バナー予定者は「 ライオンズクラブ
の最大の課題は会員増強ではないか
と思う。皆さんと共に会を盛り上げ
て行きたい」と話された。
　座談会を始めるにあたり、全ての
参加者の自己紹介で始まった。
　次に、石田ガバナーエレクトより、
ライオン誌の発刊・およびスマイル
誌の発刊・発送方法等についての報
告、次期3役セミナーでも案内のあ
ったライオンアカウントについて報
告があった。また、パティ・ヒル次

●
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
会
場
横
浜
技
能
文
化
会
館

2023〜2024年度

クラブ会長座談会
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　6月4日（日）、ライオンズクラブ
のテーマとしては、おそらく全国で
も珍しい動物愛護をテーマとした講
演会が行われた。
　会場は、平塚駅ビル6階のラスカ
ホール。地の利もあるとはいいなが
ら、300名収容の会場は満員の盛況
だった。コロナ禍にあって多くの人
が集まるイベントは敬遠されがちな
これまでだったが、この日の会場は
愛犬家、愛猫家を含めて多くの市民
の皆様が強い関心を持っていただい
ている様子だった。

　会場は若い女性をはじめ、幅広い
年齢層の女性が多く参加していた。
　約1時間の講演の後は、杉本さん、
神奈川県動物保護センター長、みか
ん動物病院獣医師の福原美千加様、
国会で動物保護法に取り組む弁護士
で参議院議員の串田誠一様など多彩
な顔ぶれで、かなり突っ込んだテー
マでパネルディスカッションが行わ
れた。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L府川　　勝

　開会にあたっては、中澤一浩地区
ガバナーからの祝辞をいただき、平
塚LCの臼井照人会長より基調講演
があった。臼井会長は愛犬家として、
また、動物愛護運動の熱心な活動家
としても知られている。
　続いて、記念講演は（公財）動物環
境・福祉協会Evaの理事長であり、
女優の杉本 彩様が登壇。長年にわた
って動物愛護の運動に携わってきた
だけに、具体的な事例をさまざま挙
げて国会での法改正にも熱心な説明
があった。

平塚ライオンズクラブがCN60周年平塚ライオンズクラブがCN60周年
記念講演は動物愛護の呼びかけ記念講演は動物愛護の呼びかけ

60
th
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　都留LC結成60周年記念
式典・祝宴が5月27日（土）
霊峰富士に見守られる中、
富士吉田市のハイランドリ
ゾートにて開催された。
　当日は多くの来賓ならび
に地区役員・各クラブ代表と
約150名の参加となった。
　開会宣言が天野清治第1
副会長より声高らかに行われた。渡
辺 譲60周年実行委員長からの歓迎
の挨拶では「 60年の伝統に誇りを感
じ、今後ますます地域に必要とされ
るクラブに成長していきたい」と語ら
れた。そして、長田文明第60代会長
は「 変わりゆく時代ではあるが、地
域社会に根差した奉仕活動を推進し、
65周年・70周年への飛躍を誓う」
と力強く挨拶された。
　また、来賓である都留市長・堀内
富久様、衆議院議員・堀内詔子様、

辺和廣元地区ガバナーにご
祝辞をいただき、吉本晴夫
330複合地区ガバナー協議
会議長の「 We Serve!」のご
発声で祝宴がスタートした。
　宴は都留文科大学ダンス
サークル約30名によるスト
リートダンスのパフォーマ
ンスでさらに盛り上がった。

終盤にはご参加の皆さんでペンライ
トをもって『 見上げてごらん夜の星
を』を合唱、60周年記念実行委員会
正副部会長によるライオンズ・ロー
アと続き、『また会う日まで』を参加
者全員が祝宴会場いっぱいに広がり
輪になって斉唱した。
　最後に、荻原秀祥祝宴部会長の閉
宴の言葉で笑顔と感謝にあふれた記
念式典・祝宴が無事終了となった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員長　L上吉　正敏

当クラブ会員でもある参議院議員・
森屋 宏様からの心温まるご祝辞、中
澤一浩地区ガバナーからの温かいお
祝いの言葉と、とても和やかなムー
ドで会は進行した。
　続いて、記念事業が発表された。
その中で、特筆すべきは念願の事業
であった社会福祉協議会へ福祉車両
の寄贈が叶ったとのコメントがとて
も記憶に残る報告となった。
　祝宴に移り、石原英司副エリアリ
ーダー・元地区ガバナー、同じく渡

結成60周年記念式典開催結成60周年記念式典開催
都留ライオンズクラブ60

th

●長田第60代会長 ●渡辺実行委員長
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　5月27日（土）川崎日航ホテル鳳
凰の間にて、川崎多摩川LCは、川崎
御幸LCスポンサーにより1968年5
月24日の結成以来、この日55周年
記念式典を迎えることができました。
これもひとえにに皆様の温かいご支
援と友愛の賜と思っております。
　式典に際しまして、今後の周年記
念式典を担う若手会員を中心に実行
委員会を結成し、ベテラン会員には
フォローに回っていただきました。
至らない点についてはどうかご容赦
いただければ幸いです。
　今回SDGsの観点から慣習となっ
ていた記念誌は発行せず、55年の歴
史を動画にまとめ会場で放映する等、
若手会員ならではのアイデアを採用
いたしました。
　第1部記念式典では、お忙しい公
務の合間をぬって、川崎市長 福田紀
彦様にもご参列・ご挨拶をいただき
ました。

　当クラブは川崎市幸区を中心に、
地域社会に密着した奉仕活動を長年
にわたり展開してまいりました。以
前と比べて会員数は半減しましたが、
共に55周年を迎えた全ての会員が明
るく元気に一致団結して、これから
も川崎の未来発展のために奉仕する
所存であります。
　ご多忙の中、ご参加賜りましたご
来賓ならびに地区役員、クラブメン
バーの皆様のご健康と益々のご活躍
をお祈り申し上げ、誌面でのご報告
をもって、お礼にかえさせていただ
きます。本当にありがとうございま
した。
　4R-2Z　川崎多摩川LC　L山下　　学

　撮影：地区ニュース

委員　L會田　勝規

　アクティビティでは、全メンバー
によるLCIFへの献金、川崎市災害遺
児等支援事業基金、川崎いのちの電
話へのドネーションを達成すること
ができました。
　またチャーターメンバーの山下秀
男元ガバナーをはじめ、在籍35年以
上のクラブ功労者である城所金太郎
L・藤岡 勝L・中村英寿Lに感謝状と
記念品を贈呈できたことも感慨ひと
しおであります。
　第2部祝宴では、当クラブの青木
晴彦L所属のフルバンドによる演奏や
元「 敏いとうとハッピー&ブルー」の
ボーカルとして活躍された川崎南LC
宮本弘美Lによる歌唱で大盛り上がり
の中、式典を終えることができまし
た。重ねて感謝申し上げます。

結成55周年記念式典開催結成55周年記念式典開催
川崎多摩川ライオンズクラブ55

th
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　6月10日（土）湯本富士屋ホテルに
おいて結成50周年記念式典・祝賀会
を開催いたしました。当日は加藤修
平様（南足柄市長）、牧島かれん様（衆
議院議員）、吉本晴夫330複合地区
ガバナー協議会議長、中澤一浩地区
ガバナー、330-B地区内のメンバー
様、スポンサークラブの小田原LCを
はじめ、6リジョン内の多くのメンバ
ーをお迎えして、盛大に楽しく開催
できましたことを心から御礼申し上
げます。

　　50周年記念事業として
1.南足柄市文化会館の大・小ホール
　へデジタル時計の寄贈
2.中学1年生へ豊かな自然を生かし
　た野外教育プログラムの体験学習
3.中学3年生へ卒業記念講演
4.はこね金太郎ラインへ観光看板
　設置
5.ボランティアグループへタブレッ
　ト学習支援
6.SDGsステップフォワード支援金
　を活用し大雄山駅前花壇の新設置
　元気で活動しているお二人のチャ
ーターメンバーとともに、今後も子
どもたちの目線で効率の良い、他ク
ラブと共有できるアクティビティを
目指してまいります。
      記事：前会長　　　　L碓井　利明

      撮影：地区ニュース　L中井　弘明

CN50周年記念式典開催CN50周年記念式典開催
南足柄ライオンズクラブ50

th

●碓井会長●祝辞を述べる衆議院議員
　牧島様
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　今期の主たる委員会活動は、①
YCE派遣生OB会開催（派遣予定者含
む）、②イングリッシュ・スピーチ・
コンテスト（ESC）の推進、③YCE

（Youth Camp Exchange）プログラ
ムの再開に向けた活動を中心として
行ってきました。
　5月14日（日）ホテル・ザ・ノット・
ヨコハマにおいて、山本直正330複
合地区YCE委員長、青木秀茂同副委
員長、岩本和博同副委員長を始めと
する多くのご来賓と派遣OB生、派遣
予定者の32名をお招きし、YCE委
員会主催第3回YCE派遣生OB会を
開催しました。
　海外派遣を経験された石尾夏海OB
会会長（横浜みなと−馬車道LC家族
会員）、栗飯原藍子L（秦野LC学生会
員）、伊藤ジュリア様、宮村奈々様は
それぞれの体験談を語り、この際に
収録されたインタビュー画像が330

てくれることになったことです。そ
の結果、前述の派遣が決まり、受入
生も3名グアムからこの7月に来日
の予定となっています。
　このアクションは、330複合地区
YCE委員会が総力で（一社）日本ラ
イオンズYCE委員会を説得したこと
で、通常は国内全域での活動となる
ことを今回に限り330複合地区単独
での交換の許諾を得たものです。
　これにより本来のライオンズ活動
は6月末日で終了ですが、YCE委員
会はこの交換事業を7月中旬から8
月初旬にかけて受け入れと派遣が行
われる予定で、これに伴い派遣生帰
国後の9月には「 帰国報告会」が開催
されます。結果、今期のYCE委員会
は15ケ月間となる予定です。
　YCE委員会

アドバイザー　L加藤　雅光

 委　員　L金子エスター聖美

複合地区第69回年次大会で上映され
ました。
　派遣予定者でESC最優秀賞受賞
者・佐藤璃々佳様（小田原LC）はイギ
リスへの派遣を希望。木村水映様（横
浜みなと−馬車道LC）は既に北京大
学留学が決まり期待で胸を膨らませ
ていました。さらにD204グアム、（サ
イパン、ミクロネシア、マーシャル
諸島）に派遣者が決定し、渡辺涼之介
様（横浜みなと−馬車道LCスポンサ
ー）、楠山香晴様（横浜おおとりコス
モポリタンLCスポンサー）が、この
南国のグアム島へ行く期待を持ちな
がら自己紹介をしました。　
　今年から始まる活動に向けて、こ
の4年間に蓄積されたYCEの努力が
一つ実ったことは特筆すべきことだ
と思います。それはD204のグアム・
サイパン・ミクロネシア・マーシャ
ル諸島地域が私たちの活動に参加し

YCE委員会報告YCE委員会報告
2022〜2023年

Y C E
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●山本330 複合地区 YCE委員長
　挨拶
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〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301
E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可　神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業

石　田　真　一取締役会長 （川崎臨海ライオンズクラブ所属）

株式会社  建　匠

吉本会計事務所吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業48年」「おかげさまで 創業48年」「おかげさまで 創業48年」

所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp

　4月15日（土）の第69回地区年次大会で集めた中古メガネ
の梱包と発送作業を、第11回GST委員会を開催した5月17
日（水）の議案審議前にキャビネット事務局で行った。
　石田真一地区ガバナーエレクトも参加され総勢8名で約1時
間半の作業。告知期間が短かった割には、51クラブと個人から
の寄付で5,691個の大量の中古メガネが集まり、段ボール20
個に梱包して発送した。集めた中古メガネは、332-C地区（宮
城県）の眼鏡リサイクルセンターに送り、検品､検査､種類別に
分けられて海外の途上国（モンゴル､ベトナム､チベット､スー
ダン､ザンビア等）に送付される。
　梱包作業後は、代議員会の分科会シンポジウムと年次大会の
中古メガネ回収ブースの反省点や今後の課題について討議した。
　各クラブで中古メガネを集め上記の眼鏡リサイクルセンター
に送付する場合、海外発送等の経費として1個あたり50円の
送料がかかる。以前から継続して中古メガネを集めているクラ
ブもあるが、この経費と送料がクラブ財政の大きな負担となっ
ている。今回のキャビネット予算で負担される機会を利用して
寄付したクラブもあり、今後もキャビネットでの継続アクティ
ビィとしての実施が期待される。

GST委員　L細谷　　修

皆さんの中古メガネを皆さんの中古メガネを
リサイクルセンターへ発送リサイクルセンターへ発送

G S T
（奉仕・SDGs）
委 員 会
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Step Forward支援金を活用して
ちょっと素敵なアクティビティ！

　5月28日（日）、小田原市酒
さ か わ

匂に
ある（福）児童養護施設ゆりかご園の
生徒18名、職員7名と協力し、酒匂
川河口近辺の西湘海岸のプラゴミを
主体としたゴミ収集の清掃活動を行
いました。施設の子どもたち2人1
組にクラブメンバーが付き添う形で、
酒匂川河口から海岸を東方面に数百
メートルの範囲で活動を行いました。
　この近辺は、マリンスポーツを楽
しむ人やサーファー、釣り人が多く、
特にサーファーのグループは自主的
に清掃活動を行っていて、前の週に
視察に来た時はほとんどゴミらしき
ものは目につかなかったのですが、1
週間のうちに雨風があり、陸から飛
ばされてくるもの、川に流されてく
るものと合わせ、かなりの量のゴミ

　6月11日（日）第31回横須賀ライ
オンズクラブ杯争奪少年サッカー大
会の参加賞として、各チームにサッ
カーボールを寄贈しました。
　横須賀市の地域ごとに所在する少
年サッカーチームは、サッカーを通
じスポーツマンシップを学べる場と
なっています。しかし、幼い子ども
たちがチームに参加するには、保護
者の協力と金銭的な負担があります。

のではないかと思いました。将来的
にはこのような収集活動をしなくて
もよいような社会の実現を目指した
いものです。	
　6R-1Z　小田原LC

幹事　L岩本　和博

ことができたと同時に、会員増強の
重要性も実感しました。
　この度のStep Forward支援金は
とても良いきっかけとなりました。
今後も、この活動を継続していきた
いと思います。				  
　9R-1Z　横須賀LC　

　事業奉仕委員長　L 金子　弘光

があったものと思われました。
　当日は、この季節らしいすがすが
しい日和で活動しやすく子どもたち
も楽しそうに活発に動いてくれたお
かげで、ゴミ袋8袋にもなる収集が
あり、まずまずの清掃活動ができた

　当クラブでは、子どもたちの健全
な育成に協力することはとても有意
義な奉仕事業と考え、また、私たち
の奉仕およびキャビネットからの交
付金が公平に行き渡るようにサッカ
ーボールを参加賞の賞品としました。
この事業による奉仕の受益者数は約
400名になります。
　当日現場にいたメンバーは子ども
たちの笑顔に癒され、充実感を得る

子どもたちと海洋プラスチック飛散防止活動を実施

横須賀市内の少年サッカーチームにボールを寄贈！

小田原LC

横須賀LC
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献血奉仕活動
　山梨大学での献血奉仕活動を実施
しました。まるで夏日のような日差
しの中、今回作製した「 奉仕活動中」
ののぼり旗と手持ちプレートを使い、
多くの学生に声をかけ献血への参加
をお願いしました。多くの学生にご
協力いただき、献血奉仕活動を推進
できました。

清掃奉仕活動
　クラブ事務所のある石田地区の悠
遊館にて自治会の方々と共に清掃奉
仕活動を実施しました。久しぶりの
労働奉仕に参加者全員が黙々と作業、
汗をかきながら約1時間にわたり大
量の収集成果を上げました。

　箱根町内のホテルや旅館、レスト
ランで消費されているワインのコル
ク栓。箱根LCとして、町内のホテル、
旅館、レストランに声をかけ、これ
ら大量の使用済みコルクを捨てない
でまとめて取り置きしてもらい、そ
れをわれわれが回収し、リサイクル
の団体にまとめて送るというボラン
ティア事業をスタートしました。
　回収協力に応じてくださった宿泊
施設や飲食店に対しては、箱根LCよ
り何か記念品をお贈りすることで、さ
らに持続可能な消費と生産について
考え実行してもらうことを推進して

仕活動中」ののぼり旗を見て、少しず
つでもライオンズクラブの認知度が
向上すれば良いと思いました。
　10R-1Z　甲府シティLC

PRインターネット委員長　L平岩　謙

効率的な回収ボックスの設置 などを
検討しています。
　6R-1Z    箱根LC　

テールツイスターリーダー　L野口　弘子

　終了時には自治会長様より、「 甲府
シティLCの地域清掃奉仕に触発され
て、町内の方々も清掃活動に参加す
ることを期待したい」との感謝のお言
葉をいただきました。作製した「 奉

いきます。今後はリーフレット等を
活用し、より広く箱根町内のホテル、
旅館、レストランに啓蒙活動を行う
予定です。また回収方法についても、

只今、奉仕活動中！ のぼりでアピール

コルク　リサイクル　プロジェクトをスタート！

甲府シティLC

箱根LC
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大学生･高校生ボランティアと一緒に大学生･高校生ボランティアと一緒に
富士川河口クリーン作戦を実施富士川河口クリーン作戦を実施

　今回３回目となる「 富士川河口ク
リーン作戦」を主催することになっ
たきっかけは、ここ数年、当クラブ
でささやかな支援活動を行ってきた
NPO法人にじいろのわ理事長・土屋 
茂様からの相談が始まりでした。
　「 山梨県の盆地の中の河川のほとん
どが最終的には富士川へ合流し、駿
河湾へと流れています。川の恵みを
与える一方で近年大量のゴミも駿河
湾へと流している。特にペットボト
ルなどのプラスチックゴミが駿河湾
のシラス等の海産物の減少の原因と
なっているのではとの話もあり、す
でに２回富士川河口クリーン作戦を
行ってきました。今回３回目を実施
するにあたり、ぜひ甲府南LCに主催
をお願いしたい」との相談でした。
①環境問題の学習

なぜ、ゴミのポイ捨てはいけない
のか、みんなで確かめよう

②社会貢献活動（ボランティア体験学

習）への参加
　山梨に住む私たちにできること。
③県外機関、団体との交流推進活動
　以上の３点をメインのテーマに据
えての活動であることの説明を受け、
県からも交通費に対して補助金もあ
るとのことから主催を受けたところ
です。また、甲府東LCから趣旨に賛
同いただき、共催いただきました。
　5月28日（日）朝７時45分、集合
場所にはすでに大学生・高校生ボラ
ンティア、山梨県こども食堂参加利用
者親子、障がい者施設利用者、NPO
法人スタッフ、当クラブメンバー７
名が集まっていました。定刻より早
く富士急行バス２台と先導車、車で
向かうメンバーの合わせて77名が富
士川河口に向け出発しました。
　現地に到着してすぐに、静岡県ボ
ランティア協会、蒲原地区まちづく
り推進委員会、自治会連合会の指導
のもと清掃活動を始めました。

　地元自治会等で清掃活動を行って
いる地域から作業を開始したため、
当初は比較的ゴミが少なかったので
すが、富士川河口に近づくと圧倒的
にゴミの量が増え、特にペットボト
ルの量が多く、たちまちゴミ袋が足
りなくなる状況でした。１時間余り
の活動では全部を回収できるもので
はないのですが、回収したゴミ袋は
概ね129袋になり、今後も継続して
活動していくこと、参加人数を増や
すこと、費用についても今回の補助
金に感謝するとともに、より多くの
補助が必要であることを痛感させら
れました。
　事業全体については、目的として
掲げました①環境問題の学習 ②社会
貢献活動（ボランティア体験学習） ③
県外機関、団体との交流推進活動の
うち、振り返ると①と②については
大学生、高校生の活躍は期待以上で
あり、目的が達成できたと考えてい
ます。
　今回は多方面の団体のご協力によ
り、無事に活動ができましたことに
感謝し、次回はより発展した活動の
報告ができたらと考えております。
　取材：10R-2Z　甲府南LC

L長田　　均

　撮影：地区ニュース委員  L中西　将志

甲府南LC・甲府東LC
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「ブルーハンズプロジェクト」始動！「ブルーハンズプロジェクト」始動！

　5月27日（土）10時 よ り 正 午 ま
で、藤沢湘南LC高倉農園におきまし
て「 藍の苗の植え付けアクティビテ
ィ」を実施しました。
　コロナ禍で今まで実施していた

「 車いす利用者の江の島見学会」や
「 アイメイト街頭募金」等のアクティ
ビティが実施できない状況が3年ほ
ど続きました。屋外で三密にならな
いアクティビティが何かないものか

と模索中に、昨年より渡貫直正Lが個
人的に進めていた「 ブルーハンズプ
ロジェクト」を藤沢湘南LCのアクテ
ィビティとして実施することになり
ました。
　石原英司LCIF副エリアリーダーが
第54代地区ガバナーに就任された時
のガバナーテーマ『 Take action  〜
新たなる奉仕への挑戦〜』を、その時
の渡貫8RCが新たなる挑戦として企
画したもので、実に4年の歳月をか
けてクラブとして始動することがで
きました。
　「 ブルーハンズプロジェクト」は藍
染めを通じて、ライオンズクラブと
して地域とどのようにして関わって
いけるのかを検討中です。
　7月下旬には藍の収穫を行い、今
度は葉と茎の分別を実施します。
　当日は晴天にも恵まれて、亀井真
司前地区ガバナーと森川吉孝次期第2
副地区ガバナー予定者のお二人が応
援に駆けつけてくださいました。あ
りがとうございました。
　8R-1Z　藤沢湘南LC

会計　L金森　行雄

藤沢湘南LC
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緑化作業と薬物乱用防止教育講習会を実施緑化作業と薬物乱用防止教育講習会を実施

　伊豆大島LCでは、4月27日(木) 、
大島町元町の中心にある小さな都市
公園「 吉谷公園」の花壇にツツジの苗
20本を植栽しました。子どもたちか

らお年寄りまでが集う憩いの場所に
「 真っ赤なつつじ」が咲き誇ります。
　また、5月2日(火)には大島町立第
一中学校の3年生22名を対象に、6

月1日(木)には大島町立第二中学校
全校生徒43名を対象に、大島警察署
防犯係のご協力のもと「 薬物乱用防
止教育講習会」を開催しました。
　生徒は薬物乱用防止DVDの視聴の
後、LCメンバー、大島警察署の講話
を聞き、最後に薬物サンプルを興味
深く見学していました。
　伊豆大島LCでは引き続き大島町内
の小中学校で「 薬物乱用防止教育講
習会」を開催し、子どもたちに薬物乱
用の怖さを深く周知していきたいと
思います。
　6R-1Z　伊豆大島LC

会長　L橋本　慎一郎

伊豆大島LC

●第一中学校講習会 ●第二中学校講習会
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甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店
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４年越しの福祉バーベキュー開催４年越しの福祉バーベキュー開催

　当クラブ最大のアクティビティと
して、毎年福祉バーベキューを開催
しています。
　ここ数年は2019年の台風被害や
その後のコロナ禍により実施できま
せんでしたが、5月21日（日）に地域
の福祉施設に所属する障がいのある
子どもたちとご家族等57名をご招待
し、4年ぶりに開催することができま
した。

　今回は場所を近くの「 ベ
リーパークin フィッシュオ
ン!王禅寺」（川崎市麻生区）
に変更し、メニューも簡素
にするなどしての実施でし
たが、久しぶりに開催でき
たことがよかったです。
　場所の関係でいつも行っ
ているレクリエーションは
できませんでしたが、施設

の子どもたちは思いっきりおいしい
バーベキュー料理を食べたり、釣り
を楽しんだりして大いに喜んでくれ
たようでした。
　子どもたちは毎年楽しみにしてく
れており、さらに当クラブのメンバ
ーも一緒に楽しめるこのアクティビ
ティです。今後も工夫しながら続け
ていきたいと思います。
　5R-2Z　川崎生田LC

会長　L横田　雅樹

川崎生田LC
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　地区ニュース委員会は、3年連続3回目の出
向となり、今期は委員長の大役を拝命しました。
当委員会は、第59代石田真一地区ガバナーの
テーマ『 Changing the World』、パーソナル
テーマ『 情熱と真心』〜明るく！楽しく！元気
よく！〜のもと、地区の情報をお伝えすると共
に、クラブ・メンバーの皆様の情報を広く集め、
日々の活動の活力となる紙面を作成してまいり
ます。
　現在は紙媒体が減り、WEBによる閲覧が主流
となりつつあります。また、他の地区では会報
誌自体がない地区もあります。330-B地区では
長年スマイル誌という紙媒体で情報を発信して
きましたが、これからはWEBの便利さと紙なら
ではの利点を融合させ、より多くのメンバーの

皆様に発信していければと考えています。
　今後もスマイル誌は紙媒体だからこその、自
宅でも会社でも手に取って気軽に見ていただけ
る、皆様に愛される情報誌であり続けられるよ
うに、地区ニュース委員会一同頑張って行こう
と思っております。また新型コロナがもたらし
た新しい価値観は、新しいアクティビティを生
み出すチャンスでもあると思います。多くのメ
ンバーの皆様の活動の様子をお伝えしていきた
いと思いますので、取材はお気軽にご依頼いた
だければと思います。
　委員会メンバー全員で「 楽しく活動する」こ
とをモットーに一年間頑張ってまいります。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

地区ニュース委員会
委 員 長

L石　井　光　一

編 集 後 記
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